
　３　意識調査　３年

第１回 第２回

分析・傾向
「友だちや先生から自分の考えを褒めてもらったとき」に，「算数は楽
しい」と感じる児童が最も多い。このことから，児童は自分の考えを
先生や友だちに説明し，認めてもらいたいという欲求の高さが感じら
れる。それゆえ，問題を解くときに図をかこうと考えている児童は多
い。しかし，図をかく経験が少なかったためか，どのようにかいたらよ
いのか，どのように使ったらよいのか分からず苦手意識をもっている
ようである。そこで，図を使って児童同士で説明しあう機会を多くもつ
（ペア・全体）。また，図を使うことで説明がしやすくなると感じられる
活動を多く取り入れる。

分析・傾向
・「算数があまり楽しくない」と答えた児童が１名，出てしまった。その
児童は，設問５で，「自分にできる計算があると楽しくなる」と答えて
いることから，計算問題がだんだん難しくなってきたことに不安を感
じているようだ。
・図や数直線を使って問題を解こうと考えている児童が100％になっ
た。前回，「図や数直線を使わなくても解けるから」と考えていた児童
が，それらを使わないと解けない問題があることに気付いた結果で
ある。また，「いつも使って考えている」児童が１名減ったが，個別に
質問したところ，「必要な場面では必ず使っている」と答えた。
・図や数直線を使って自分の考えを説明することに消極的な児童
は，前回が５名だったのに対し，１名に減った。この１名は「図をかく
ことが苦手だから」と答えているが，図を描くことの必要性は感じてお
り，教科書等に描かれた図は利用しているので，「描けないからほと
んど利用しない」という考えであろう。
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